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ヘ レン ・コークの体験 日記 「フレッシュウオーター ・ダイアリー」を元
にして小説として書いたものである。ヘレンと彼女の妻子ある恋人ハー
バー ト・ポール ドウィン・マッカー トニーの不倫関係は,マ ッカー トニー
が 自殺をするということで決着 した。r不倫』では,ヘ レンとマッカー
トニーの恋愛に関するス トー リーはほとんど同じであるが,人 物像につ
いては,主 人公の男女共にロレンスが自分で創作 したものである。この
ことは,ロ レンスが書いた多 くの著作品と比べてみて主題が重なってい















思想の萌芽が見 られることを,ま たその思想がr白 孔雀』からどのよう
に変化 してきているのかを,ま た中期のrカ ンガルー』の 「黒い神」 と
どのように関わっているのかを論 じ,ロ レンスの第2作 目の長篇小説の
重要性を論 じたいと思 う。
『白孔雀』で 「黒い神」を論じるに当り,その特徴として①キリス ト教
批判思想であり,そ れゆえ異教的要素が入ってお り,② 「黒い男」が発
展した思想であ り,③ 「支配する女性」に対 して 「男性の リー ド」を唱
道しているという3点を論じた。4)r不倫』では,特に② と③に関連する
主題が出ている。②については,本 論で 「黒い男」の新たな特徴を論 じ
てそれがシーグモ ンドとどのように関わっているのかを論じたい。また
③については,主 人公シーグモンドが 「黒い男」になれず,「支配する女
性」であるヘ レナに負けてしまうこと,更 にはヘ レナに留まらず,妻 の
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し,特 に 「本性」を忘れて苦しんでいる女性 を救いたいと思っていて,
彼は更に発展 して 「黒 い神」に達 している と述べた。更に深 く論 じる
と,彼 は 「凶暴性」と 「暴力性」を備えた人物であることが特徴の一つ
として挙 げられる。 これ らは常識的には負の特徴 と見られがちである
が,ロ レンスにとっては 「正」と 「負」はコインの裏表であ り,両方が
釣 り合いを保って完全な存在 となるのである。ゆえに 「暴力性」 という
特徴は女性を真の生に目覚めさせる上で重要な要素なのである。 これは
















































けが生き残った。幼いロレンスは生き残 った一匹をア ドル フと名付け
て,死 なないよ うに一生懸命育てるが,最 後 にはア ドルフを野生の世界
へ返す ことにする。母親はア ドルフを育てることに賛成していなかった






あるが,女性のみではな くて人間を導 く 「神」として,「黒い男」が信奉
するのが 「黒い神」である。「黒い男」は女性を導 く特徴として 「暴力
性」を持っている。例を挙げると 『鱗羽の蛇』のラモン,『チャタレー卿
夫人の恋人』のメラーズ,そ して 『プリンセス』のロメロ等である。第
1作の 『白孔雀』,第3作の 『息子と恋人』では,文 字どお り暴力を奮 う
う男性,ジ ョージやアナプルやモ レルが登場している。そ して中 ・後期
の作品rア ルヴァイナの堕落』,『カンガルー』,『鱗羽の蛇』,『チャタ
レー卿夫人の恋人』になると,そ の 「暴力性」は主 人公の男性の精神的
な強さ,思想性 というものに変化して くる。


























う。しかしヘ レナが 「世界には偉大な神が存在するのだろうか?」 と問
いかけているように,読者にも 「偉大な神」の存在がはっきりと提示 さ
れている訳ではない。しか し 『カンガルー』では 「黒い神」への言及が
おびただしくあり,それは 「未知の神」或は 「偉大な神」と呼ばれて い
るし,キ リス トではないまったく新しい神であることから,ま た 「野蛮
性」が強調されていることから,『カンガルー』の 「黒い神」は 『不倫』
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における 「偉大な神」が発展 していった思想であると思われる。つまり
『不倫』における 「偉大な神」とは,後期の 『カンガルー』に登場する 「黒
い神」の萌芽なのであると言える。『カンガルー』から 「黒い神」の表現
































リチャー ドは 「精神的な」キ リス ト教,っ ま り愛の神の宗教を捨て
て,無 意識のうちに人間に真理を理解 させる神を信仰するように説いて
いる。その神は 「偉大な神」,「下半身」の神,「恐ろしい」神,「無言の
神」と特徴付け られて,キ リス ト教の慈愛溢れる優 しい神と対照されて
いる。 この神の特徴は男性が内包する 「暴力性」,「野蛮性」,「動物性」
である。ヘレナはシーグモン ドの心臓の鼓動から 「男性」の野蛮さを無
意識のうちに感 じ取りなが らも理解できないのであ り,そのために彼を
破滅させることになるのである。次の引用はシーグモ ンド,つまり 「男
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この引用から明白なことは,海 の野蛮さとシー グモンドの野蛮さが重









のため,な ぜシーグモンドは 「黒い男」になれなか ったのかを読者に考
えさせる。 「白色」はキ リス ト教の精神性を表す ものであ り,精神的な
女性を象徴 している。
ヴァイオリニス トのシーグモン ドは38歳の男盛 りであるが,家 庭で
は妻や子供たちからの疎外感を味わっていて不幸であり,ヴ ァイオ リン
の個人教授をしている女弟子のヘレナと恋愛関係に陥る。彼の不幸な状
態は,家 庭の描写から伺われる。ヘ レナと一緒 にワイ ト島へ休暇に出か
ける前に,コ ンサー トでの仕事が終わって帰宅した時のシーグモンドの
家庭の居間は乱れた状態であり,その中で独 りぼっちで思いに耽る彼の
や りきれなさを読者に感じさせる・徽 自分が38歳なのに 「子供のよ 董
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ヘ レナは 「しっか りとした白い喉」と 「軽い小さな手」をしている点
から,可 愛いくもしっかりした優しい女性 という印象を与える。それが
彼が 「絶妙な炎に縄 り付いた」理由でであろう。 しか し,一方で 「嵐を
は らんだ青い目」とか 「孤独」だが 「充足している」女性 という点から,
男性に依存するような弱い女性ではない,と いうことも感 じられる。し
か しシーグモ ンドは男性にとって都合良 く思われる彼女の面だけを見て
いたために,彼 女の本質を理解できず,ワ イ ト島での休暇 も失敗に終わ
ることになる。
8月にワイ ト島で5日 間の休暇を共に過す までは,ロ ンドンでの二人
の関係はプラ トニックであった。ワイ ト島で一緒 に過そ うと誘ったのは
ヘ レナであった。二人ともかなり社会的道徳に縛 られる性格であったの
で,な かなか一線 を越える関係には至らなかったのである。しかしヘレ
















この引用の場面はシーグモ ンドが亡 くなった後の情景であるが,彼 女
の白さが印象的に書かれている。その後,シ ーグモン ドと彼女の恋の回










「月光」つま り月は,ギ リシア ・ローマ神話では 「処女神」であるが,
一方で,月 は 「豊穣の女神」でもある。このように男にとっての 「冷た
さ」と 「温かさ」という相反するシンボル性を持つ月は,ヘ レナ と関係
付けられている。彼女は男性の 「動物性」を拒否する女,基 本的に 「男
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嫌い」の女であることが分かってくる。また,月 の 「豊穣性」という点
に関 しては,「大いなる母」(マグナ ・メイタ)の 負の面を持っている女
性であることが分かって くる。
シーグモンドにとってワイ ト島へ向かう時の気持は,神 話の島で眠る
女神のようなヘ レナに会 いに行 くのだ,と いう無我夢中の思いが あっ
た。 ロン ドンの灰色の川には 「生身の肉体のようにきらめく白い月光」
(49)が映り,その月光を見なが ら,シーグモン ドはワイ ト島にいるヘレ
ナ も月を見て歓び,「突然に歓び を覚えて 白い両腕 を上げるだろ う」
(50)と思う。まるでヘレナが月の巫女のようである。 ここでシーグモ
ンドが月か らイメージしている女性は肉体的魅力を持った女性であるこ
とが,「生身の白い肌」 を見て歓ぶ という表現か ら分る。彼は出発の朝





だん分かってくる。ヘレナが 「白い女」である ことと同様に,そ こは
「白い国」であることが強調されている。5日間の休 日のうち最初の日の
夕方に二人は散歩に出かける。ヘ レナはシーグモ ンドの人生が 「どんな
にその根本か ら惨めであるかを理解 していない」(58)ため,二 人の間に


















ここに見 られる 「夢見る女」にヘレナが属 していることか ら,彼女が
シーグモン ドの 「動物性」を嫌う女,男 にとって 「残酷な女」であるこ
とが伺われる。っまりr白孔雀』の森番アナブルが離婚 した女性クリス
タベル と同じく,ヘ レナは精神的な女性 であることが分る。 「動物的」
な男性は,『白孔雀』の主人公ジョージにも当てはまる。彼等は 「黒い」
ことが強調され ていて,「黒い神」の思想 につながる 「黒い男」であるこ
とが分る。それ は女性をリー ドする能力が有 り,男性の本能的力を持っ
た男である。 しか しヘレナがシーグモン ドの 「動物性」を拒否 したため
に二人の間には亀裂が入る。二日目の朝,シ ーグモンドは海で一人で泳
いでいる時に,腿 を岩によって傷つけられる。 このとき彼はヘ レナが自
分を 「服を着た ヒヒ」(74)のように擾ね付けた ことを思っている。つま
り海という自然 と彼の間に壁を作るのはヘレナだと分る。ここに彼のど
うしようもない敗北性の一因がある。このことはハ ンプソンというシー
グモン ドの昔の音楽仲間がワイ ト島に来ていて彼と出合い,二 人が話 し
た内容か らも,シ ーグモンドの悲劇性が分る。ハンプソンは,シ ーグモ
ン ドに女性観を述べる。彼の話の中に登場する女性像は,ま さにヘ レナ
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このハンプソンの女性観に対 して,シ ーグモン ドは 「言い過ぎてはい
ないかい?」 と,異議を唱えるのだが,彼 自身もヘ レナが 自分を服を着
たヒヒであるかのように嫌う,と感 じていたように,無 意識のうちにヘ
レナが精神的な女性であることに気がついているのだ。ハ ンプソンの意




う形を取るのである。ヘ レナ も精神的な女性なので 「支配する女性」に

















ここに見られ るヘレナの 「大いなる母」性は,シ ーグモンドをして男
の自信を奪って しまうものである。彼はヘ レナを自分が リー ドできる
「可愛いヘ レナ」 としてではな くて,自 分の魂を操 られる 「彼女の子供」
であることを感 じている。その姿は今までのヘレナとは異なったものと
なっている。彼 を 「憐れむ」ヘレナは,死 んだキリス トを抱く聖母マリ
アの姿を思い出 させる。「安定 して不滅である」,「大いなる母性の擬人




グモンドの命 を押 しつぶす」や,「彼女は以前には決 して彼の哀れな男
性の魂に侵入 しなかった し滋養物として所有 したこともなかった」とい
う表現か ら彼女 の支配性が伺われる。
シーグモン ドは,以 上に述べたような女性か らの支配を無意識のうち
に感じているために,帰 り道では内面の激痛を覚える程の震えを感じて
吐き気を催す。表面的には何 ともないのに,内 面では死に取 り付かれて
いることに気付 くのである。 「確かに手は死を感 じている」,「確かにひ
どく死にとりつかれている。どうしてなのか。」と彼は自問する。
ヘレナと 「魔法の国」で味わった歓喜は一時的な ものに終わってしま
う。シーグモン ドが 「死」を意識 した後で,今 度はヘレナが彼に失望感
を味わって泣き伏す という事態が生じる。彼女の目には彼が夢の恋人で
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はなくなって普通の男としか映らなくなる。
ワイ ト島で過 した四日目には,二 人の仲には決定的な亀裂が生じるこ
とになる。ヘレナにはシーグモン ドが夢に描 いていた男性ではな くて
「着物を着た直立 した動物」としか感 じられな いことを実感 し,泣 き崩
























夢が敗れた悲 しみの為,彼 女は泣き出して しまい,シ ーグモン ドは彼
女を悲 しませたことのために自責の念 に囚われる。自分がヘレナの恋人
として失格であった,と いう思いは彼 を自殺へ駆 り立てた主因となって
いる。「夢見る女性」,「精神的な女性」が,シ ーグモンドの 「黒い男」性
を完全に覆い隠 してしまっている。四日目には更にヘ レナの 「聖母」性
が述べられている。彼女の 「大いなる母」の特徴がどん どん深まってい
くことが分り,それ とともに彼女がキリス ト教的精神性を重視する女性






























述べている。 「精霊」 というキ リス ト教の用語が彼女の体 に宿 ったとあ
るように,彼 女は白い世界で 「白い神」を崇拝 して いる。 白い世界が焼
け付 くようにシーグモン ドを苦しめているのとは対照的に,彼 女は白い
世界を楽しんでいて,二 人の正反対の立場が分 り,同 時にその恐ろしい
悲劇性が感じられる。それはシーグモンドを死に至 らしめる恐ろしさな
のである。
《皿》 「白い」世界 ワイ ト島
シーグモンドは弱い男である。その弱さは,ヘ レナに従 う男であるば
か りではなく,ロ ンドンの家庭でも妻にはがみがみ怒鳴 られるままにな




た後,「お休み」を言って出ていくが,誰 も返事を しない。ヴェラは 「お







ない言い方をするし,フ ランクは 「とにかくお父さんは十分恥 じて帰っ
て来たんだ。茄でた鮭みたいだ。」(172)と軽蔑的に言 う。 このような




てが真直 ぐで,好 きなように事件を通 り抜けられると思 っていたもの
だ。今僕は二十歳の少年のように自分に自信が持てないでいる。僕に何
ができようか。男は一生母親が必要みたいだ。……」(179)と思い煩 う
彼には,『チャタレー卿夫人の恋人』の森番 メラーズの 自信が毛頭見 ら
れないのである。 シーグモンドとメラーズは年齢的に三十八,九 歳で,
同じ位なのであるにも拘わらず,で ある。メラーズはパン神に例え られ
るように,自 信を持 って恋人コニーを リー ドしていく男性であって,





ヘレナが 「白い女」であることは,そ の姿形の 「白さ」へのおびただ
しい言及とともによく分る。しか し彼女のみが 「白い」ばか りでなく,
ビーアトリスも 「白い女」である。彼女はフランスの女子修道院で教育
を受けたと書かれているので,キ リス ト教の精神を身に付けていること
が分る。そして シーグモンドが彼女に恋をし始めた時は,ビ ーア トリス
を包んでいた のは白い花々であった。その時 「たくさんの白いスイセ
ン」や 「小さな白いヒアシンス」が 「大きな白い星々」(121)のよ うに白
い温室で匂って いたのである。
一20一
D.H.ロレ ンス の 初 期 長 篇 小 説 にお け る`TheDarkGod'の思 想 につ い て(2)
ワイ ト島も 「白い島」である。特 に二人が初 日に散歩か ら帰る途中の








「砂漠」とか 「気味の悪い,なめ らかな皮膚」と例 えられる丸い白い石
は,男 を苦しめる女性 をも暗示 しているようである。 この丸石の白さ




思われるか らである。またワイ ト島は 「霧」によって被われていること
も強調されており,その白さが一層感 じられる。ワイト島の白さはキ リ
ス ト教西洋文明の 「白さ」を表 していると言える。 この白い西洋文明の
世界の恐ろしさは,『恋する女達』でジェラル ドを殺 した白い雪の世界
にも通じるものであろう。近代的な炭坑経営者として機械文明の頂点に
立 っていた男ジェラル ドは 「白い男」として描かれている。
シーグモン ドも 『白孔雀』のジョージやアナブル とも異なって,姿 形







島で現実か ら逃避 をしている様が 「僕は霧が好きだ」,「霧のために僕達





た。そして 「黒い男」の特徴 とは,女性をリー ドする力があり,そ れゆ
え社会的にも指導的な働きを担う男であり,外見的に肌や雰囲気の 「黒












だが,シ ーグモン ドはそれを持っているどころか,反 対に女性に従う男
であり,弱 い男であることが描かれている。
シーグモン ドは女性に対 して 「暴力的な」男性的力を奮うことはな
く,男性の 「自然性」を支配する 「白い女」によって打ち負かされたの
である。 シーグモ ンドが心配 していたにも拘わらず,ビ ーア トリスもへ
22
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レナ も,彼 の死後 に生き延びていく。かくして 『不倫』では,「白い世
界」が支配する世界が描かれ 「黒い神」は隠れている状況である。 しか
しコインの裏表のように,ロ レンスは 「白」を批判する形で 「黒」の重
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